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印西市 栄治小学校 11月 7日(月) 

 30人(4～6年) 総合学習 

芸術家：チカパン 

内容：パントマイムを見る 簡単なパント

マイムにチャレンジ 小さい作品発表 
 

 はじめはみんな緊張していたが、だ 

 んだん引きこまれてリラックス、楽 

 しんでチームに分かれてパントを 

 考え、目を輝かせて発表していた。 

 全員が主役になれて楽しんでいた。 

 決して強制ではなく、子どもたちの 

 心を引きこんでいくチカパンの話 

 術に教師も感心。 

●「テレビで何回も見たけど生で見る

と、やっぱりすごい。」「エレベータ

ー・エスカレーター・ちょうちょな

ど、いろいろおぼえられて良かっ

た。」「次はむずかしいのもやりたい。」 

八千代市 米本小学校 10月16日(金) 

18人(4年)国語 

芸術家：柳家千寿  柳家寿伴 

内容：落語実演｢寿限無｣｢ぞろぞろ｣ 

扇子と手ぬぐいを使って 小噺挑戦 

   

事前に学習してみんなが言える「寿

限無」を落語家が実演すると、ピク

リともせず聞き入っていた。高座に

上がって小噺に挑戦。最初は横にい

る講師に助けを求めていたが、すぐ

に堂々と前を向いて披露、みんなか

らの笑いがおきて楽しそうだった。 

●「本で落語を読むより聞いた方が

おもしろかった。」「表現力がすご

かった。落語がもっとすきになっ

た。」「前に出てたのしかった。」休

憩時間には「もっと聞きたい～！

はまった！」と女の子が千寿さん

に満面の笑顔。 

松戸市 高木小学校 10月 27日 (火) 

48人(6年)音楽 

芸術家：松本伸二 （ﾆｭｰﾌｨﾙ千葉) 

西下由美 鈴木里佳 

内容：フルートのデュエットやフルートとピ

アノ（♪カルメン前奏曲他）ペットボトル

やフルートで体験 「雨の音」合奏 

 

緊張した様子で、きれいな迫力ある  

フルートの演奏を聴き、フルートに挑

戦。なかなか音が出ないで苦戦した子

も、丁寧な指導で音を出せるようにな

ってうれしそう。リコーダーとフルー

トの原理が同じだと知りびっくり、身

近になった。 

●フルートは難しかったけどすごく楽しか

った。オーケストラの事を沢山知った。 

●フルートの演奏がとてもキレイだっ

た！本当にすごかった、また聞きた

い。ブラスでもがんばろうと思った。 

 

市川市 大町小学校 10月16日(金） 

38人(5年 6年) 音楽 

芸術家： B.B.モフラン  

ダウディ･ジョセフ 当間典子 

内容：アフリカ音楽や歌を披露 アフリカ

の話 リズム遊び ジャンベを叩く  
   

  異国のリズムに酔い、「外国人だっ 

 たから、少しこわいかな～と思った 

 けど、すごく、やさしくて安心した」 

 のように世界に関心が広がった。ま 

 た、音楽に対する「のりの良さ」を 

 体験し、部活での演奏が明るくなった。 

●「太鼓をたたいたり、ダンスをして

とても楽しかった。」「太鼓にも毛が

生えていてびっくりした。色々な太

鼓におどろいた。」「気持ち良かっ

た。歌もすごくきれいで、聞きごこ

ちがよかった！」 

佐倉市 和田小学校  11月 5日（木） 

30人(1～3年) 総合学習 

芸術家：びり&ブッチィ― 

内容：ボールのジャグリング披露                                                                  

リクエストで風船作品披露 風船で作っ

て遊ぶ(ねずみ お花 弓矢)                  
   

  ジャグリングを目の前でみて「すご 

  い！」絶妙の技に感動。風船をねじ 

  るのは怖そうだったが、講師のおし 

  ゃべりにひっくりかえって笑い、最  

  後まであきらめずに全員が完成さ 

せた。お互いにうれしそうに見せ合 

 っていた。 

●「むずかしかったけど がんばっ

た。」「じぶんでふうせんを作ったこ

とがないのでもっといろいろなし

ゅるいをやりたい。」「ふうせんをい

っぱいつくれてたのしかった。こん

どもおねがいします。」 

市原市 平三小学校  11月 5日(木) 

7人 (1～6年) 国語 

芸術家：春風亭朝也  

内容：「落ち」など落語の説明、「転失気」「牛

ほめ」小噺の実演、高座に上がって仕草

や小噺を体験 

   

  仕草の当てっこでは、手ぬぐいで本 

を読む仕草を「スマホ」、扇子でそば 

を食べる仕草を「ラーメン」と･･･現 

代っ子だ。次々続く小噺に声を上げて

大爆笑。高座に上がる初体験で緊張感

いっぱいな様子に、噺家さんが「電

池切れか？」と笑わせながら上手く

フォロー。友だちの声援や教師の温かい

まなざしの中、全員がそれぞれの表情

でやり終え、安堵感で笑顔に戻った。 

●自分でやった時すこし緊張したけ

ど、みんなとかが笑ってくれたから

よかった。 

茂原市 本納小学校  11月16日 (月) 

29人(6年) 国語 

芸術家：大蔵教義 宮本昇 上田圭輔 

内容：狂言についての説明 実演「柿山伏」  

登場人物ｸｲｽﾞ 衣装体験「太郎冠者・伊茶」

に変身 体験(発声･構え･摺り足) 

  

  広い体育館に松が映える能舞台が出  

  現。大きな声や様式美、ストーリー 

  のおもしろさに引き付けられ食い入 

  るように見ていた。体験ではどの子 

  も積極的に声を出し、構えや摺り足に 

 挑戦した。 

●「600年も続いているのは、すごいな

あと思った。」「表現（泣く、おこる）

などが面白かった。体験事業が面白

かった。『柿山伏』も面白かった。ま

たやってみたい。」「狂言の演技がすご

かったので、また見たい。」 

木更津市 中郷小学校 11月30日(月) 

64人(4～6年) 特別活動(学活) 

芸術家：チカパン 

内容: ①パントマイムを見る②簡単なパ

ントマイムにチャレンジ③小さい作品

作り・発表(グループ)  

 

 「みんなちがっていいんだよ」とい 

 うチカパンからのメッセージで、生 

 き生きとグループ発表をしていた。    

 教室に戻ってから、パントマイムご 

 っこでクイズや遊びが広がり、楽しん 

 でいた。 

●「手をパーにして壁があるのを伝え

たりしたのがおもしろかった。また

やりたい。」「言葉も出さないで体だ

けで表現して、ワークショップのす

ごさがわかった。」 

「ぼくは想像力がないけど、今日や

ったら想像がふくらんだ。」 

 

 

茂原市 豊岡小学校 11月 30日(月) 

33人(6年) 国語 

芸術家: 大蔵教義 上田圭輔 

内容：狂言実演「柿山伏」 体験(発声･摺

り足) 装束の試着 登場人物ｸｲｽﾞ 

   

  体育館に響く声や演技の迫力にく

ぎ付け。登場人物クイズでリラック

スし、動物の鳴き声も真似してい

た。体験した「驚き」の表現を気に

入って何度もやっていた。体験後す

ぐ教科書の「柿山伏」を読んだ子が

「ここ、台詞がかぶっているところ

だね。」と、2 人同時に台詞を言っ

ていたのを思い出した。 

●「ここまで楽しませるとは思わなか

った。」「狂言に興味を持った。すご

く真剣にやっていてすごかった。」

「衣装きれい。帯がきつかった。」 

 

木更津市 鎌足小学校  12月4日（金） 

37人(1～3年) 図画工作 

芸術家：永野むつみ 大澤直(人形劇) 

内容：カラーの紙封筒、紙、テープ等を

使い見たこともない生き物を想像し作成 

  

 たくさんの彩り豊かな材料を自分

で選び、珍しいはさみや道具を使

い、思うままに『見たこともない

生き物』を作って楽しんだ。最後

にみんなの前で、自分の作った人

形を得意そうに紹介、人前で発表

するのが得意でない子どももみん

ながやりたがった。 

●「おもしろい世界で一つだけの人

形をつくれて良かった」「もっと人

形をつくりたかった。」「画用紙で

つくったのが、楽しかった。」「作

ったり遊んだりして楽しかった。」 

 

 

 

市原市 内田小学校 12月 7日(月) 

26人（4～6年）国語 

芸術家：古今亭志ん八 三遊亭時松（落語） 

内容：落語の説明、小噺・仕草、「転失気」

「ときそば」実演、おそばの食べ方等体

験、高座に挑戦 

 

「いつ だれが どこで 何をして 

どうなった」という言葉遊びゲーム

で落語の「落ち」の面白さを体験し、

そのおかしさに最初から引き込まれ

た。実演では、のけぞり返ってケラ

ケラと笑いあった。学校から、教師

とは違う芸術家の指導の仕方に「素

晴らしい！」との評価を得た。 

●たくさんの人の前で、よくきんちょ

うしないで落語ができるなあ。 

●せんすや手ぬぐいをちがう見方でお

もしろい。表情も大事だなぁと思った。 

 

市原市 海上小学校 12月 9日(水) 

28人(4～6年)総合学習 

芸術家:大澗弘幸  大森靖枝(劇団風の子) 

内容：なりきりかくれんぼ・いろいろな色

鬼・とんとんぱ・表情伝言ゲーム・協力

しないで絵を書く                                                                                                  
 

「さんぽの歌で歩き、話を作り、スト

ップで気持ちを言葉で発し体でポー

ズ」でテンションが一気に上がり、ポ

ーズ遊びワールドにはまって笑い転

げた。続くワークも満足度 100％。遊

び込むことでどんどんいい表情に変

わり、言葉も飛びかった。 

●さんぽの歌の中に色々な動物が出

てきて、それをけったり持ったり、

いろいろとするのが楽しかった。 

●協力をあえてしないで顔を書くの

がとても面白かった。久しぶりに 

自分のすきなものをかけた。  

 

市原市 鶴舞小学校 12月 11日(金) 

52人(4～6年) 音楽 

芸術家：松本伸二 （ﾆｭｰﾌｨﾙ千葉) 

西下由美  吉岡次郎 

内容：フルート･ピアノの演奏(ディズニー

から星に願いを他)  ペットボトル等で

音を出す フルートに挑戦  合奏 

  

 緊張気味にフルートの吹き口に息

を吹き込んでも最初は音が出ない

か、かすかに出る状態。首をあげて、

やや上の方を見て、思い切って吹い

て等やさしい指導で、美しいフル－

トの音色を出せるようになり感激。 

●「フルートやピアノの美しい音色に

癒された。」「フルートを実際にふけ

るなんて思っていなかったので、と

ても楽しかった。」「オーケストラや

楽器のことがよくわかった。」「みん

なで合奏ができてよかった。」 

 

野田市 福田第二小学校 11月26日 (木)  

25人(5年 6年) 国語 

芸術家：小森創介(演劇) 

内容：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｹﾞｰﾑ(指示ゲーム「ゴー&

ストップ」 色や形探し 全身ｼﾞｬﾝｹﾝ他)

ナンセンスな俳句を作り身体表現 

 

  「大声を出したのは久しぶり」と、 

   価値観の違いを知るゲームで体も 

   頭も使って真剣に楽しんだ。ぼく 

  とみんなはもう友達！俳優･声優と 

  いう職業が身近になった。 

●「ゴー&ストップの指示を反対にす

るとすごく難しい、言葉と体は結び

ついているんだとわかった。」「俳優

や声優のイメージが変わった、いろ

いろな事を頭に入れて役そのものに

なってやるむずかしい仕事だ。」「俳

句をバラバラにするのが楽しかった。」 

 

 

銚子市 椎柴小学校 11月 25日 (水) 

 25人(年)総合的な学習 

芸術家：春風亭 朝也 柳家花ん謝 

内容：落語の解説 実演「寿限無」「牛ほめ」   

小道具を使って落語の世界を体験 

 

 緊張しながらも興味津々の表情で子

どもたちが入場、落語家の皆さんに、

はきはきと挨拶。「人生で初めて落語

を生で聞いた！」と楽しそう。小噺に

挑戦では照れながらも自分で考えた

オリジナルの噺を披露していた。 

●「落語は最後に必ずオチがあって、聞 

 きまちがいが多くてとてもおもしろ  

 かった。」「そばをたべるときにずるず 

るという音をだすのがむずかしかっ 

た。」「落語の道具の使い方やルールな

どもわかったし、日本の昔のことがよ

くわかった。」 
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実施旬情報 

第２弾 

 

市原市 市西小学校 12月 10日(木) 

75人(4～6年) 音楽 

芸術家：B.B.モフラン  

ダウディ･ジョセフ  当間典子 

内容：アフリカの話 アフリカの打楽器の

演奏とみんなで叩いてみる体験 

 

事前にモフランさんの出身国コン

ゴ民主共和国の食べ物、言葉、動物 

 などを調べる取り組みをしていた。 

当日は舞台中央に手づくりの国旗が

掲げられていた。新しい試みを実施

でき学校全体に活気が出た。 

●すごくドキドキした。外国人と仲良

くできて楽しかった。見たこともな

い楽器の音がきれいだった。たいこ

はたたく場所によって音が変わる

ことが分かった。リズムに合わせて

演奏するのが楽しかった。 

 

 

船橋市 高根小学校 10月 23日(金) 

26人(4年) 国語 

芸術家:古今亭志ん八 柳家花ん謝 

内容：落語実演「寿限無」「転失気」、扇子

と手ぬぐいを使って食べる所作  小噺 

   

  落語を聞いて、身体全体で笑ってい 

 て楽しそうだった。緋毛氈の上にす 

 わってそば、ピザ、バナナ、何かを

食べる所作をして当てっこ、みんな

自分なりの表現で実に楽しそう。最

後は落語を仕事にしている大人へ

「1 年に何回位仕事があるの？」など

の好奇心いっぱいの質問が続いた。 

●「なみだが出るほど楽しかった。」

「落語は初めて聞いた。」「やってみ

たくなった。」「舞台に立ったらすご

くいい気持ち。」「すごく緊張したけど、

みんなが笑ってくれてうれしかった。」 

千葉市 大巌寺小学校 12月 4日（金） 

26人(4年 5年) 国語 

芸術家：春風亭朝也 古今亭志ん八 

内容：落語の解説、実演「転失気」「牛ほめ」

小噺に挑戦 

 

小噺発表はちょっとはずかしい。そ

こで全員で見立て遊びをし、自分な

りの表現で楽しんだ。最後に 5 年男

子が手をあげ高座に上がりそばを食

べるマネを披露。彼はその後「師匠、

師匠」とみんなから呼ばれた。モノ

の長さを表すときに目で追ったりす

ることを知り、驚いていた。 

●「おもしろすぎてわらいころげた。」

「思っていた以上にすごかった。」

「いろいろな言葉がわかってよかっ

た。」「ちょっとやりたかったけどは 

ずかしくて。」 

 

 

 


